
Ｈ
学
校
騒
動
の
誘
因

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
は
明
治
三
十
六
年
、
済
生
学
舎

が
廃
校
宣
言
を
行
っ
た
後
に
、
残
さ
れ
た
学
生
と
教
師
が
協
力
し

て
造
っ
た
医
学
校
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
三
年
当
時
、
文
部
省
の
正
式
の
医
学
專

門
学
校
の
指
定
を
得
て
い
な
い
医
学
校
は
、
日
本
医
学
校
（
後
の
日

本
医
学
専
門
学
校
）
と
東
京
女
医
学
校
（
後
の
東
京
女
子
医
学
専
門
学

校
）
の
二
校
だ
け
で
あ
っ
た
。

医
術
開
業
試
験
制
度
が
廃
止
と
決
定
し
、
文
部
省
よ
り
医
学
専

門
学
校
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
将
来
医
学
校
の
存
続
は
不
可
能

で
あ
っ
た
。
こ
の
重
大
な
時
期
に
、
日
本
医
学
校
校
長
山
根
正
次

（
明
治
十
五
年
東
大
医
学
部
卒
）
は
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
約
五
年

間
、
朝
鮮
総
督
府
の
衛
生
顧
問
に
就
任
し
、
衆
議
院
議
員
及
び
日
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財
団
法
人
・
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校

騒
動
と
私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
独

立
分
離

唐

沢

信

麦

本
医
学
校
校
長
の
職
を
兼
任
の
ま
ま
、
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
た
。

留
守
を
守
っ
た
の
は
、
山
根
校
長
の
元
書
生
で
秘
書
役
の
磯
部

検
蔵
幹
事
（
明
治
三
十
三
年
済
生
学
舎
卒
）
で
あ
っ
た
。

磯
部
は
山
根
校
長
と
密
接
に
連
絡
を
と
り
、
学
校
発
展
の
為
に

校
舎
の
改
築
、
病
院
の
新
設
に
尽
力
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
新

聞
記
者
の
経
歴
が
あ
り
、
自
校
の
出
版
せ
る
「
日
本
医
学
」
に
、

文
部
省
の
私
立
医
学
校
に
対
す
る
行
政
を
厳
し
く
批
判
し
た
論
説

を
度
々
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
文
部
省
の
専
門
学
校
指
定
に
対
し
大

き
な
障
碍
の
一
因
と
な
っ
た
。

一
方
、
東
大
赤
門
派
閥
で
構
成
さ
れ
る
「
明
治
医
会
」
の
有
力

者
入
沢
達
吉
教
授
は
、
「
こ
れ
以
上
医
師
の
数
を
増
加
さ
せ
て
は
医

師
過
剰
と
な
る
」
と
称
し
て
、
日
本
医
学
校
の
指
定
を
阻
止
す
べ

く
文
部
省
に
働
き
か
け
た
。
文
部
省
も
日
本
医
学
校
の
設
備
の
不

充
分
を
理
由
に
指
定
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
四
十
五
年
に
至
り
文
部
省
は
「
財
団
法
人
、
日

本
医
学
専
門
学
校
」
の
認
可
を
行
っ
た
。
但
し
、
正
式
の
指
定
は

仲
々
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
更
に
不
幸
な
事
に
、
山
根
校
長
の
留
守

中
、
磯
部
楡
蔵
理
事
と
眞
泉
病
院
主
兼
理
事
の
滝
沢
竹
太
郎
の
二

人
は
権
力
闘
争
を
行
い
、
大
正
三
年
五
月
、
財
団
法
人
日
本
医
学
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校
は
内
部
崩
壊
を
来
し
た
。
眞
泉
病
院
は
滝
沢
竹
太
郎
に
返
却
さ

れ
、
財
団
の
基
本
金
の
半
数
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
責
任
を
と
り
山
根
正
次
は
校
長
の
職
を
辞
し
て
、
青
柳
登

一
が
校
長
に
就
任
し
た
。
し
か
し
四
ヶ
月
後
に
青
柳
校
長
は
滝
沢

あ
ま
や

派
の
故
も
あ
り
辞
任
し
、
次
い
で
権
力
の
な
い
天
谷
千
松
が
校
長

の
座
に
就
い
た
。
や
が
て
、
学
校
の
権
力
は
次
第
に
磯
部
検
蔵
学

監
の
手
に
移
っ
て
行
っ
た
。

口
学
校
騒
動

財
団
の
内
部
崩
壊
の
為
、
文
部
省
の
指
定
を
得
ら
れ
ぬ
学
生
達

四
百
五
十
余
名
は
、
大
正
五
年
五
月
一
日
、
全
校
生
徒
で
大
会
を

開
き
、
左
記
の
決
議
書
を
作
り
、
「
血
判
連
署
」
の
上
、
学
校
当
局

及
び
文
部
省
に
抗
議
の
運
動
を
起
し
た
。

「
決
議

吾
々
学
生
は
、
日
本
医
学
専
門
学
校
の
指
定
に
対
す
る
素
志
を

貫
徹
せ
ん
が
為
、
左
記
の
事
項
を
決
議
し
、
敢
て
違
背
な
か
ら
ん

事
を
誓
約
す
。

一
、
山
根
正
次
氏
及
磯
部
検
蔵
氏
は
、
吾
が
校
指
定
に
対
し
、
毫

も
誠
意
な
く
、
却
っ
て
障
碍
者
な
る
故
を
以
て
、
本
校
と
関
係

を
断
た
し
む
。

二
、
此
の
問
題
解
決
ま
で
同
盟
休
校
を
為
す
。

三
、
若
し
犠
牲
者
を
出
す
時
は
全
校
生
徒
之
に
殉
ず
る
事
。

斯
く
て
、
学
生
一
同
四
百
五
十
余
名
は
磯
部
樵
蔵
の
住
居
で
あ

る
日
本
病
院
及
び
文
部
省
に
度
々
抗
議
運
動
を
行
っ
た
。

五
月
四
日
、
突
如
と
し
て
学
校
当
局
は
三
十
六
名
の
退
学
及
び

停
学
処
分
を
掲
示
発
表
し
た
。
そ
の
中
に
は
病
気
療
養
中
で
今
回

の
紛
擾
に
関
係
の
な
い
学
生
も
含
ま
れ
て
い
た
。

五
月
十
六
日
、
学
生
及
び
保
証
人
（
父
兄
会
）
は
本
郷
中
央
会
堂

に
集
合
し
、
協
議
の
結
果
学
生
は
全
員
同
盟
退
学
を
決
行
し
た
。

大
正
五
年
九
月
十
一
日
、
総
退
学
し
た
学
生
は
、
高
橋
琢
也
の

指
導
の
下
で
東
京
物
理
学
校
内
に
、
「
東
京
医
学
講
習
所
」
を
開
設

し
勉
学
を
始
め
た
。
後
に
新
宿
に
移
転
し
、
私
立
東
京
医
学
専
門

学
校
に
昇
格
し
た
。

残
さ
れ
た
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
は
、
学
生
数
約
四
十

名
に
減
じ
、
廃
校
寸
前
に
追
い
や
ら
れ
た
。
磯
部
検
蔵
は
文
部
省

の
勧
告
も
あ
り
学
校
を
去
り
満
州
に
渡
っ
た
。
文
部
省
は
「
評
議

員
会
」
十
三
名
を
作
り
、
文
部
省
管
理
下
で
再
建
を
図
っ
た
。

（
日
本
医
科
大
学
）

253 (115)


